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【具体的な改善案】

令和2 令和3 04 15

指定文化財修繕支援事業 教育委員会　文化課　文化財係

1 「人づくり」～豊かなこころアップ！～ 7 文化芸術の振興と文化財の保護・継承

2

国、県補助金を受け修繕された文化財の件数 件 ２

市補助金を受け修繕された文化財の件数 件 0

新設、修繕した文化財解説板等の件数 件 6

・指定文化財の所有者（管理者）が保存や公開のための修理を行う場合、国・県補助金を交付する事業に対し、市は所有者への指導助言や補助金交付の事務手続きを支
援する。
・また、事業に要する費用から国・県の補助金額を差し引いた額の５０％以内について、市が予算の範囲内で補助を交付する。（上限５００万円）
・文化財解説板等は、地域の歴史や文化への理解を深めるとともに来訪者の利便向上のため設置する。

・令和２年度は市所有の文化財２件のみであったので、市補助金件数はなかった。
　（市所有　県：金鈴荘保存修理事業、太子の笠松養生棚交換事業の２件それぞれ市の文化財各事業で実施。）
・課題は各文化財とも計画的な修繕が必要であるが、文化財を保存継承していく地域の担い手の減少や、自己負担もあり実施するための合意形成が難しくなって
きている。また、保存活用計画等が策定されていない場合、国の補助を得られないなどハードルが上がってきている。

2

■

・国指定の文化財の専修寺、大前神社については毎年１０年間の修繕計画を作成し国県とも連携し予算の平準化を図りながら修繕事業の推進に努める。
・その他の指定文化財については、補助金活用の所有者への助言や事務手続きの支援に努める。
・文化財の解説板、案内板については、全体的に老朽化してきているため、状況調査をすすめ、実施に向けた修繕計画を作成していく。


